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黙 想（黙 祷） 

 

招 詞 あなたたちが待望している主は 突如、その聖所に来られる。 

      あなたたちが喜びとしている契約の使者 

      見よ、彼が来る、と万軍の主は言われる。 

                 （『讃美歌 21』93－１－14） 

 

讃美歌   ２２９（いま来たりませ） 
 

主の祈り 

 

讃 詠    ２６（グロリア、グロリア、グロリア） 

 

聖 書   マタイによる福音書 ２３章２９節～３９節 
（新約 ４６頁） 

信仰告白  使 徒 信 条 
 
メッセージ 「主の名によって来られる方に」 多田玲一牧師 
 

祈 祷  ※それぞれ自由にお祈り下さい 

 

讃美歌   ５１４（美しい天と地の造り主） 

 

頌 栄     ２４（たたえよ、主の民） 

 

黙 想（黙 祷） 
 

◎ 讃美歌は歌詞を読むだけでも結構です。 

◎ 会堂での礼拝では讃美歌を短縮して賛美します。 

 

【主の祈り】 （『讃美歌 21』９３－５－Ａ） 
 
天にまします我らの父よ、ねがわくはみ名をあがめさせたまえ。 
み国を来（きた）らせたまえ。 
みこころの天になるごとく 地にもなさせたまえ。 
我らの日用（にちよう）の糧（かて）を、今日も与えたまえ。 
我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく 
我らの罪をもゆるしたまえ。 
我らをこころみにあわせず、悪より救い出（いだ）したまえ。 
国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり。 

 アーメン 
 
【信仰告白 使徒信条】 （『讃美歌２１』９３－４－Ａ） 
 
我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。 
我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。 
主は聖霊によりてやどり、処女マリヤより生れ、 
ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、 
十字架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり、 
三日目に死人のうちよりよみがへり、 
天に昇り、全能の父なる神の右に坐したまへり、 
かしこより来りて、生ける者と死ねる者とを審きたまはん。 
我は聖霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交はり、罪の赦し、 
身体のよみがへり、永遠の生命を信ず。アーメン。 
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１１月２７日 マタイによる福音書 ２３章２９節～３９節 

 

29 律法学者たちとファリサイ派の人々、あなたたち偽善者は不幸

だ。預言者の墓を建てたり、正しい人の記念碑を飾ったりして

いるからだ。 

30 そして、『もし先祖の時代に生きていても、預言者の血を流す

側にはつかなかったであろう』などと言う。 

31 こうして、自分が預言者を殺した者たちの子孫であることを、

自ら証明している。 

32 先祖が始めた悪事の仕上げをしたらどうだ。 

33 蛇よ、蝮の子らよ、どうしてあなたたちは地獄の罰を免れるこ

とができようか。 

 

34 だから、わたしは預言者、知者、学者をあなたたちに遣わす 

  が、あなたたちはその中のある者を殺し、十字架につけ、ある

者を会堂で鞭打ち、町から町へと追い回して迫害する。 

35 こうして、正しい人アベルの血から、あなたたちが聖所と祭壇

の間で殺したバラキアの子ゼカルヤの血に至るまで、地上に流

された正しい人の血はすべて、あなたたちにふりかかってく 

  る。 

36 はっきり言っておく。これらのことの結果はすべて、今の時代

の者たちにふりかかってくる。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆エルサレムのために嘆く 

 

37 「エルサレム、エルサレム、預言者たちを殺し、自分に遣わさ

れた人々を石で打ち殺す者よ、めん鳥が雛を羽の下に集めるよ

うに、わたしはお前の子らを何度集めようとしたことか。 

  だが、お前たちは応じようとしなかった。 

38 見よ、お前たちの家は見捨てられて荒れ果てる。 

39 言っておくが、お前たちは、『主の名によって来られる方に、

祝福があるように』と言うときまで、今から後、決してわたし

を見ることがない。」 

 

 

※聖書は本文は全て、日本聖書協会『聖書 新共同訳』 
 


